
◎
小
規
模
企
業
共
済
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律

（
平
成
二
二
年
四
月
二
一
日
法
律
第
二
四
号
）

一
、
提
案
理
由（
平
成
二
二
年
三
月
一
九
日
・
衆
議
院
経
済
産
業
委

員
会

）

○
直
嶋
国
務
大
臣

お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
。

小
規
模
企
業
共
済
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
、
そ

の
提
案
理
由
及
び
要
旨
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
、
小
規
模
企
業
者
が
掛
金
を
積
み
立
て
、
廃

業
や
引
退
に
備
え
る
制
度
で
あ
り
、
い
わ
ば
小
規
模
企
業
者
の
た
め
の
退

職
金
制
度
で
す
。
経
営
基
盤
が
脆
弱
で
、
経
済
環
境
の
変
化
の
影
響
を
受

け
や
す
い
小
規
模
企
業
者
に
と
っ
て
、
廃
業
時
や
引
退
時
に
生
活
資
金
や

事
業
再
建
資
金
の
支
給
が
受
け
ら
れ
る
本
制
度
は
大
き
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

近
年
、
小
規
模
企
業
者
の
七
割
を
占
め
る
個
人
事
業
主
の
数
は
、
減
少

の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
金
融
危
機
に
伴
う
実
体

経
済
の
悪
化
に
よ
り
、
個
人
事
業
主
は
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
経
営
環
境

に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
小
規
模
企
業
の
資
金
繰
り
支
援
や
雇
用
対

策
と
い
っ
た
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
機
能
の
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
対
策
に
加
え
、
個
人
事
業
主
が
安
心
し
て
事
業
に
専
念
で

き
る
よ
う
小
規
模
企
業
共
済
制
度
を
拡
充
す
る
こ
と
が
極
め
て
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
家
族
一
体
で
事
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
の
多
い
個
人
事
業
の

実
態
を
踏
ま
え
、
個
人
事
業
主
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
配
偶
者
や
後
継
者
を

初
め
と
す
る
共
同
経
営
者
の
将
来
へ
の
安
心
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
本
法
律
案
を
提
出
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
本
法
律
案
の
要
旨
を
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
法
律
案
に
よ
り
、
小
規
模
企
業
共
済
制
度
の
加
入
対
象
者
を
拡
大

し
ま
す
。
共
同
経
営
者
を
加
入
対
象
と
す
る
こ
と
で
、
個
人
事
業
主
に
加

え
て
そ
の
共
同
経
営
者
が
安
心
し
て
事
業
に
注
力
で
き
る
環
境
を
整
え
ま

す
。ま

た
、
本
法
律
案
に
よ
る
加
入
対
象
者
の
拡
大
と
あ
わ
せ
て
、
共
済
加

入
者
で
あ
る
後
継
者
に
対
す
る
事
業
承
継
資
金
の
低
利
融
資
制
度
を
創
設

す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
承
継
の
円
滑
化
を
図
り
ま
す
。

以
上
が
、
本
法
律
案
の
提
案
理
由
及
び
そ
の
要
旨
で
す
。

何
と
ぞ
、
御
審
議
の
上
、
速
や
か
に
御
賛
同
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
、
衆
議
院
経
済
産
業
委
員
長
報
告（
平
成
二
二
年
三
月
二
三
日
）

○
東
祥
三
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
三
案
件
に
つ
き
ま
し
て
、
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経
済
産
業
委
員
会
に
お
け
る
審
査
の
経
過
及
び
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。

…
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
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略
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

次
に
、
小
規
模
企
業
共
済
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て
申

し
上
げ
ま
す
。

小
規
模
企
業
共
済
制
度
は
、
小
規
模
企
業
者
が
掛
金
を
積
み
立
て
、
廃

業
や
引
退
に
備
え
る
制
度
で
あ
り
、
い
わ
ば
小
規
模
企
業
者
の
た
め
の
退

職
金
制
度
と
し
て
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
的
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま

す
。近

年
、
小
規
模
企
業
者
の
う
ち
個
人
事
業
主
は
減
少
の
一
途
を
た
ど

り
、
ま
た
、
金
融
危
機
に
伴
う
実
体
経
済
の
悪
化
に
よ
り
依
然
と
し
て
厳

し
い
経
営
環
境
に
直
面
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
個
人
事
業
主
が
安
心
し
て

経
営
活
動
に
専
心
で
き
る
環
境
の
整
備
は
極
め
て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
本
案
は
、
家
族
一
体
で
事
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い

個
人
事
業
の
実
態
を
踏
ま
え
、
制
度
の
加
入
対
象
者
を
拡
大
す
る
こ
と
と

し
、
個
人
事
業
主
の
み
な
ら
ず
、
そ
の
配
偶
者
や
後
継
者
を
初
め
と
す
る

共
同
経
営
者
が
制
度
に
加
入
で
き
る
よ
う
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

本
案
は
、
第
百
七
十
一
回
国
会
に
衆
議
院
に
お
い
て
審
議
未
了
と
な
っ

た
も
の
と
同
趣
旨
の
法
律
案
で
あ
り
ま
し
て
、
今
国
会
に
改
め
て
提
出
さ

れ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
去
る
三
月
十
七
日
本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

同
月
十
九
日
直
嶋
経
済
産
業
大
臣
か
ら
提
案
理
由
の
説
明
を
聴
取
し
た

後
、
質
疑
を
行
い
、
採
決
の
結
果
、
全
会
一
致
を
も
っ
て
原
案
の
と
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
議
決
い
た
し
ま
し
た
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

三
、
参
議
院
経
済
産
業
委
員
長
報
告（
平
成
二
二
年
四
月
一
四
日
）

○
木
俣
佳
丈
君

た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
両
法
律
案
に
つ
き
ま
し

て
、
審
査
の
経
過
と
結
果
を
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
小
規
模
企
業
共
済
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、
家
族
一

体
で
事
業
が
行
わ
れ
る
こ
と
の
多
い
個
人
事
業
者
の
実
態
を
踏
ま
え
、
小

規
模
企
業
共
済
制
度
の
充
実
を
図
る
た
め
、
小
規
模
企
業
者
の
範
囲
を
個

人
事
業
主
の
配
偶
者
や
後
継
者
を
始
め
と
す
る
共
同
経
営
者
ま
で
拡
大
す

る
等
の
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…（
略
）…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
両
法
律
案
を
一
括
し
て
議
題
と
し
、
中
小

企
業
及
び
個
人
事
業
主
に
対
す
る
資
金
調
達
の
円
滑
化
、
小
規
模
企
業
共

済
制
度
に
お
い
て
新
た
に
加
入
対
象
者
と
な
る
共
同
経
営
者
の
要
件
、
小

規
模
企
業
共
済
制
度
の
資
産
運
用
及
び
累
積
欠
損
金
の
現
状
並
び
に
今
後

の
見
通
し
、
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
の
共
済
金
の
貸
付
限
度
額
を

実
効
性
の
あ
る
水
準
に
定
め
る
必
要
性
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
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た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
ま
す
。

質
疑
を
終
了
し
、
順
次
採
決
の
結
果
、
両
法
律
案
は
い
ず
れ
も
全
会
一

致
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

な
お
、
両
法
律
案
に
対
し
て
そ
れ
ぞ
れ
附
帯
決
議
を
行
い
ま
し
た
。

以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

○
附
帯
決
議（
平
成
二
二
年
四
月
一
三
日
）

政
府
は
、
小
規
模
企
業
者
の
将
来
の
生
活
へ
の
不
安
に
備
え
る
セ
ー
フ

テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
一
層
の
強
化
を
図
る
た
め
、
本
法
施
行
に
当
た
り
、
次
の

諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。

一

小
規
模
企
業
共
済
制
度
の
加
入
者
の
範
囲
を
個
人
事
業
主
の
共
同
経

営
者
ま
で
拡
大
す
る
に
際
し
て
は
、
共
同
経
営
の
実
態
を
踏
ま
え
、
そ

の
要
件
を
具
体
的
か
つ
明
確
に
定
め
る
こ
と
。

二

加
入
者
の
範
囲
の
拡
大
が
加
入
者
数
の
増
加
に
つ
な
が
る
よ
う
、
独

立
行
政
法
人
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
を
始
め
商
工
会
議
所
・
商
工

会
、
中
小
企
業
関
係
団
体
、
金
融
機
関
等
と
連
携
し
て
制
度
の
周
知
・

普
及
に
努
め
る
こ
と
。

三

小
規
模
企
業
共
済
資
産
に
つ
い
て
は
、
安
全
か
つ
確
実
な
運
用
を
行

う
と
と
も
に
、
累
積
欠
損
金
の
着
実
な
解
消
に
努
め
る
こ
と
。
ま
た
、

予
定
利
率
の
改
正
や
付
加
共
済
金
の
支
給
要
件
の
変
更
等
は
、
制
度
の

長
期
的
安
定
の
確
保
を
図
る
観
点
か
ら
、
加
入
者
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え

る
と
と
も
に
、
共
済
財
政
へ
の
影
響
を
十
分
に
検
討
し
た
上
で
行
う
こ

と
。右

決
議
す
る
。

小
規
模
企
業
共
済
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

七
四


